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一高血圧症夫婦問の食生活および

栄養摂取量の相関関係一
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高血圧者個人レベルでの保健，栄養指導を行なうにつ

いて，従来夫婦間の食生活が同一パクーンであるという

考え方（佐々木たち， 1967)1)が多い。 そこで，現実面

の夫婦間食生活の動向を確認して，個人の適切なる栄養

および保健指導を行なうため調査したものである。

I 調査対象および調査期日

秋田県本荘市北内越の夫婦とも，高血圧症5組，片配

偶者高血圧症5組の兼業農家夫婦20名を調査したもので

平均年令は男48才，女44オである。

調査期日は昭和47年5月10日から12日までの間に実施

したものである。

:n:調査方法

第 1報（菊地たち， 1972)2)のとおりである。

圃 調査結果および考察

A 栄養摂取量および栄養比率の夫婦間の関係

については，女が男より多い傾向を示し栄養的な差のあ

表 l 高血圧症夫婦の栄養摂取量と相関係数

項 目 M土S.D．全夫婦羹血圧畠届誓塁喜
夫婦

r I r I r 

栄

表l, 2に示したように，栄養摂取量で，全夫婦の相 養

関の認められたものは，動物性たん白質，植物性脂肪，

脂肪，カルシウム，鉄，ビタミ ‘/A,B,, C,それに栄

養比率では，動たん比，動脂比， P/Caである。熱量，

たん白質，動脂，糖質には相関がみられず，これは男が

米飯，酒およびたん白質給源の動物性食品の摂取量が多

く，これらから熱量，たん白質，動脂をとっており，逆

に女では砂糖，菓子，果実，卵などの摂取量が多く，こ

れらが，熱量，糖質の給源となっているものと考えられ

る。また，熱量の栄養比率において，穀類カロリー比，

糖質，たん白質，脂肪カロリー比とも相関がみられない

ことから，同一家族内において，熱量摂取の面でかな

り，異にした食生活ベターンであることが考えられる。

夫婦間男女の栄養摂取量の面で，熱量， たん白質，脂

肪， ミネラルについては，男の摂取量が多く，ビクミン＇

熱 男 I2450土562.9N=IO組N=5組 N=5組

量 女i2061土341.9 十0.333

男女I22s6年 04.7
—0.312 +0.667 

Cal 

| 1動 男 138.7土11.7

た物 女 133.8土 8.8 ＊＊ （＊） 
性
男女136,2土10.6

十0.653 十0.832 十0.761

ん
植 男 149.2土12.8

物 女 145.8土10.5（＊） 

白 性
男女147.5土11.8

十0,593 -0.564 +0.782 

質
男 Ia7.9+16.6 
計 女 179,5土12.l

男女Ia3.7土15,1
十0.379 十0.450 +0.686 ， 

動 男I19.7土 9.0
： 

女 I1s.1土 5.3物

脂 性
男女I17.4土 7.7

十0.492 +0.386 十0.874

植 男！ 21.9土10.3

物 女 120.8土10.0＊＊＊ （＊） ＊＊ 

性
男女I21,4土10.2

十0.836 十0.817 十0.883

肪 男 141.5士10.4

計 女 135.9土10.0＊＊ ＊＊ 

男女138.8土10.5

十0.692 十0,218 十0.953， 
糖 男 b67.9土126.4

I 

質
女 1354.0土 76.0

十0.501 ー0.111 +0.798 

男女！361,0土104,5， 

摂

取

量
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男 I674士215.0

Ca 
女 688土212.0＊＊ 

（＊十）0,876 無 +0.718 十0.434

男女 681土213,5

男 I1227土276.0

機
p女 I1160土191.0

男女I1193土239.9

+0.360 十0.216 十0.624

質 男 16.1土 5.0

Fe 
女 15.7士 3.2＊＊ （ ＊］。

+0.6471.874 十0,666

剛9 男女 15,9土 4.2

＊ 
男 115.5土 3.9

NaCl 女 I14.1土 3.2 ＊＊＊ 
+0,455 -0.728 十0.882

9男女 14.8土 3.7

f:・ 
男 1862土877.o

女 2204土818.0＊＊ ＊＊＊ 
十0.676+0. 117 十0,988

ビ
男女 2033土865.5

男 |0.90土°・20

ク
B1 女 0.89土0.21 （＊） 

男祉 0.90土0.20

十0.575 十0.524 十0.692

剛9

男 1.27土0.25
ミ

女 I1.38土0.23B, ＊＊ ＊＊＊ 
十0.719 +0.887 十0.609

町男女 1.32土0.25

ン‘ 男 113土37,8

C 女 I 136土43.7一（＊） ＊＊ 

男女I121土48.5

+0.851 十0.952

露g

穀類
男 50,0土 9.8

Cal比
女 154.4土 8.7

十0.515 -0.365 （＊十）0.826 

男女Is2.2土 9.6

糖質
男 158.9土11.6

Cal比
女 68.6土 4.9 （＊） 

男女II 63.8土10.0
+0.440 +0.046 十0.805

栄

たん白 男 14.8土 2.9

質Cal
女 15.6土 2.3

比 十0.264 十0.289 十0.697

養
男女 15.2土 2.7

脂肪］ 6.3土 6.5
Cal比 5.8土 4.2 +0.030 ー0,353+0.782 

比

動
た
ん
比寧

男I43.9か0.4

女 142.4土 8.9「:o.6771+o.s46j +o.760 
4色!.:E.9.7 

動男 147. 1土18.6

脂女 144. 1 土 ~I**比 ~*:o.6351 +0.1011 +o.597 
女 45.6土16.9

幻 1.9土 0.5

%i ー：
男女

＊計算値

***P<0.01 

l.8土 °・4「-0.6541十o.4691"':.-o. 932 
1.9土 0.5

C•)P<O.l **P<0.05 

ることもうかがわれる。栄養比率では，穀類カロリー比

糖質，たん白質カロリー比も女が多く，このことは，ァ

ルコール摂取に関連があるためと思われる。

表2 高血圧症夫婦間の栄養摂取量

の相関関係 N=20 

項

た
ん
白
質

熱一
一

栄

目 1全夫婦炉鳴屯塁｀＇

量 Cal|22561 2096| 2415 

養

摂

取

量

動物性 11 **36.21 （＊ぶ。I 36.2 

植物性，I（*i7.51 43.o| 52.o 

計t 83.7 79.ol 88.5 

脂動物性，I 17.41 18.11 16.5 

：植物性 9| **;1.41 （＊ふ．41 事＊22.4

肪＊＊ 51 ＊＊ 
計 'I 38.B 38. 39.0 

．糖質'I 361.0 330.41 391.5 

カルシウム露gl** 6811 6051 <•)757 

リン mgl 11931 10881 1299 

鉄町|**15.9| (*i4.II 17.7 

塩化ナトリウム 11 14.al 13.31 ・・r6.2 

ヒ． A I. u. I ** 20331 23061*亭?764

ク B1 町[ (•6.901 o.a2I o.91 

ミ I ** I *** I B2 町1.32 I.16 1.38 

ン' I ＊＊＊ I （＊） 91 平＊
C 町 121 12 120 

穀類カロリー比 ％I 

祉糖璽カロリー比

52.2| 51.91 （＊ふ．5

63.8|  (*i4.4 
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栄 たん白置カロリー比％1 15.21 15. 5| 14.9 ： 脂肪カロリー比 ％I 16.ol 17.sl 14.7 
i %1 ＊＊ 

33.41 率IJ/1ーたん比 43.2 38.6 

%1 ＊＊ 
I 

勲一脂比 45.6 46.51 44.8 

I ** 1.91 I 
＊＊ 

P/Ca 19.1 18.2 

(*)P<O. l **P<0.05 ***P<0.01 

次に高血圧症夫婦において，栄養摂取量および栄養比

率では，ビクミン B2を除き有意な相関がみられない。

片配偶者高血圧症夫婦では．脂肪，食塩．ビタミンA,

C, P/Caに相関が認められた。このことは，高血圧症

夫婦は全夫婦および片配偶者高血圧症夫婦より栄養摂

取量が少ない傾向にあり，高血圧症夫婦が栄養のアンバ

ランスと夫婦間の食事ベクーンの相違，また，夫婦間食

事の自由摂取の傾向がうかがわれる。食塩の関係につい

ては，高血圧症夫婦が13'1で相関がみられず，片配偶者

高血圧症夫婦は169と多く有意な関係がみられたこと

は，高血圧症夫婦が食塩摂取についての保健指導による

実践効果と思われる。

B 食品群月IJ摂取量および食品数の夫婦間の関係

食

品

群

ロ

表3, 4に示したように，食品群別摂取量で全夫婦に

相関の認められたものは，いも類，菓子類，油脂類，大 摂

豆及び大豆製品，みそ，その他の野菜，肉類，動・植物

性の総食品数である。このことは男が米飯，動物性食品

を多く摂取し，女では，いも類，砂糖，菓子，緑黄色野

菜，果実，卵が男より多く摂取しており，また，食品数

も女に多いことから，これらの嗜好的変差と，食品選択 取

性が同一家族でも，かなり差があり，これらが夫婦間の

栄養摂取菫および食パクーンに影響されたものと考えら

れる。

表3 高血圧症夫婦の食品群別摂取

量と相関係数

‘; H I M土S.D.I全：婦h.Ifn.r圧霞胃
穀類

I 勇 I70~仕276.8|N=l0組iN~-5 組'N=5 組

総量□丘竺竺3十0.4311-0.59'十0.689
男女1818.1土258.1 

米王］十O.486-0652(?。827

，
 

男!42.6土34.4

いも類
女 45.4土43.0＊＊ 

十0.732 土0.761 ー0.196
男女 44.0土39.0

男 I11.9土 7.6

砂糖類 女 I14.7土15.2
十0.419 十0.355 +0.653 

男女 13.3土12.1
I 

男 18.3土21.9

菓子類
女 34.9土27.3＊＊ （＊） 

十0,655 十0.857 +0.664 

男女 26.6土26.1

男 l|5.8土 4.6

袖脂類
女 4.7土 4.2＊＊＊ （＊） （＊） 

十0.835 十0.819 +0.836 

男女 5.3土 4.4

大ー及1男 1142.7土114.2 

製び大豆豆品叶男女 120.2土 82. 7*** （＊） *** 
+0.854 十0.849 十0.989

l 131,s土100.4 

味噌1男 149,l土21.5

l 

女 46.0土19.8**** （＊） （＊） 
（再掲） 十0.885 十0.822 十0.825

男女 47.6土20.7

緑黄色
男 176.5土40.7

野菜
女 190.1土39.8（＊） ＊＊ 

男女Ia3.3土40.B

十0.576—0.420 十0.958

その他
男 1233.6土89.0

女加0.4土71.9 ＊＊＊ ＊＊ 
：の野菜

男女じ27.0土Bl.I

十0.788 +0.652 十0.924

つけも
男 I27.6土29.6

の 女 I23.7土18.6
（再掲）

男女125.7土24.8

十0.105 十0.494 +0.606 

： 

男 Ia9.7土61.9

果実類 女J123.5年 8.0 ** 

男女1106.6土62.3

+0.52 4 -0.4 52 +0.949 

男 1124.4土41.3

魚介類・女 1112.4土28.8
十0.494 十0.651 十0.181

男女|118.4土36.1 

男l27.6土21.8
1I 獣肉 類鳥 I ＊＊ （＊） （＊） 
女 15.2土24.4 十0.648 +0.807 十0.859

男女¥21.4土24.0

量
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男 138.3土23.0

卵類女 142.6土22.5 十0.346+0.207 +0.652 

男女 40.5土22.8

男 50.0土80.6

生乳女 143.3土70.o(*+)0.561 …+・ 0.9illll―0.2印
男女146.7土75.6 I 

男jI 22土 7.7
総食 ＊＊ 

品数女 24土 4.2**$.926 1・ 十0,967 十0.747
食 男女I 24土 4.0

男 1 仕 0.9 I 
品動物性，女 1 狂 I.I** 十0.688＊ ＊ 十0.885 +0.598 

男女1 迂 2.1

数男 I 18土 3.8

植物性女 I 19土 3.8「•+•~* .921*.*~* 0.988 +0.633 

l 男砧 19土 3.8
(•)P<O.l 

表4

亭＊p<0.05 ***P<0.01 ****P<0.001 

次に高血圧症夫婦では，生乳を除き，食品群別摂取量

はいづれも有意な相関がみられず，食品数だけに相関が

みられた。反面，片配偶者高血圧症夫婦間では，大豆及

び大豆製品，緑黄色野菜，その他の野菜．果実類に相関

がみられた。また，高血圧症夫婦は，全夫婦および片配

偶者高血圧症夫婦より，緑黄色野菜，果実，生乳を除く

高血圧症夫婦間食品群別摂取

量の相関関係

項 目

N=20 

1全夫婦炉噂り碍

穀 類 総 量 818.1 757.2 879.0 

米 飯 I 748.3 681.5 
(*8) 15.0 

し、 も 類| **44.ol 67.21 20.8 

食
砂 糖 類 I 13.31 9.41 17.2 

菓 子 類 **26.61 （＊ぶ．4! 27.8 
品 I *** I （＊） I （＊） 
油 脂 類. 5.3 3.7 5.5 

I 
＊＊＊ I （＊ ？ I ＊＊＊ 

群
大豆及び大豆製品 131,5 1 5.7 147.2 

＊＊＊＊ （ *a （ *l 
味 そ（再掲） 47.6 5.0 1.2 

(*8) 3.3 
＊＊ 

緑黄色野菜 91.1 75.5 

け

そ

L
っ

別
ー
摂 も― の

菜I
（再掲ロ

の他の＿厘予
＊＊＊ 
227.ol 

25.71 

＿

8
-

ぶ
・
 

2
0
5
2
7
 

1

1

 海 草I 5.71 2.81 
取果 実 類 I 106.6l 1 114.31 *~g 

118.41 111.11 
・ •· 

魚 介 類 125.7 

量
獣 鳥 肉 頼 **21.41 (*}7.61 (*}:2 

卵 類 40.51 36.3! 44.1 

一生 乳 窪．7| 事亭ぶ．3! 30.0 

9 日 本 酒 ＊露 5071 6521 360 

＊＊＊＊ I *** I 
食総 食 品 数 24 23. I 24.0 

品動物性食品数
＊＊ 
5| ** 4.51 4.4 

数 事＊＊＊ I ＊＊＊ 61 
植物性食品数 19 18. 19,6 

C•)P<O.l **P<0.05 ***P<0.01 
＊日本酒は男子のみの計算値

各食品群別摂取量が少なく，食品数も少ないことから．

栄養摂取のバランスとともに高血圧症夫婦間の食生活ベ

クーンがとくに，差異のあることがうかがわれ，正しい

知識のもとに栄養管理の行なわれることが，高血圧管理

に重要な因子であると考えられる。酒の摂取量について

は，高血圧症群が日本酒 1日平均 650“で，片配偶者高

項

表5

身

長

****P<0.001 

目

＊＊ 
248.2 

23.8 

高血圧症夫婦の身体計測値・血

液性状値・血圧値と相関係数

口 血圧吐胃r I r I r 

：男 158.9土 4.9
i~N=IO組1N=5 組 N=5 組

m 1:女I:5こ：：：十0.2191十O.454 -0.693 
計体男 159.2土 5.9

ベニ十O.140 +0.318|+O.187 

男 1 5.9土 2.2

一十O.032+0.223 -0.219 

男匁且・吐 6.8 | 

背：巳I十0.1591+0.1861-0.278 
男 1,.8土 4.1
I 

女i16.0土 6.4 十0.4191+0.5601 +0.629 

男女＿ 12,9土 6.2

皮

脂

厚

“”| 

上

腕

部

謄

部
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全男 l1.0S6土0.002

血 I
は一女il.053土000.2 十0.1351+0 .7581 —0.207 

男女1.055土000.2

血1::::！ ：塁：：十O.421 +0.783+O.414 
9/dヽ男女 14.3土1.0

血清総男 1 7.7土 °.4

液1たん白女！ 7．8土 °,5 十0.3481+0.5381 +0.067 

9 /dヽ男女j 7.8土 0.5

二男 118吐 30.9

性グ―I女 1192土=I+0.231 
Illg／払男女1 189土35.o

中性身」竺生墜彗

状I脂肪＿女＿178.8土47.2 十0.0301+0.6731 -0.232 
鴫婢男女 87.8土55.8

：肪：に二：：1十0.0601+0.1351 -0.5'l 

mEq/t男女Ip.63土0.18
墨 1165.6土21.7

血1最大女 1158.6土32.8
I _o. 172-0.705 -0.633 

男女162.1土28.0

I男 198.4土16.8

:iH最g9」、I:」:9こ：口十O.299 _o.517 _o.337 
項 目全夫婦 1羹噂胃

r I r I r 
N=IO組N=5組IN=5組

管理区； 1 —0.343| _o.250「?。.968
憑一旦匡症分白 I —0.428| —0.250「*—0.919
＊高血圧者管理基準で管理区分I, ll, 夏および高血
圧症分類のI, n，直期による
"*P<0.5 ***P<0,01 

血圧症群の 360“に比ぺ，かなり多く飲酒しており．こ

れらも夫婦間の食生活変化因子として重要な背景と考え

られる。

C 身体計測値．血液性状値．血圧値の

夫婦間の関係

表5, 6に示したとおり，体重，皮下脂肪厚，全血比

重，ヘモグロビン，血清総たん白，コレステロール，中

性脂肪，遊離脂肪酸，血圧とも夫婦間に相関が認められ

なかった。

中年以降の夫婦間血圧レベルは親子といった遺伝的，

体質的な要因による血圧の相違と異なり，結婚前の生活

環境による要因で，夫婦間の血圧に関連がみられないと

いう考え（石山， 1966)3)もあるが， 同一家族において

表6 血液性状及び血圧 N=20 

項 目 1全夫輝炉噂閲靡璧
夫婦

全-血---1L重 1 1.055| l.0551 1.059 

血二手グロビン 9 /dヽ1 14.3| 14.4| 14.2 

性血清総たん白 9/d8| 7.8| 7.8| 7.7 

状1コレステロール 箪g/dヽi 189| 1貶l 193 

：中性脂肪叩／d81 88| 821 ,4 

血遊農脂肪酸 mEq瓜 o.63| o.55l 。.68
圧1血圧（応L一旦ー」竺二 147 

II （最小） 1IJ1llHg| 941 1041 84 

も栄養摂取の量的，質的，食生活パクーンの変化がみら

れ，これらが生体レベルおよび血圧・レベルの関係を支配

する一要因とも考えられる。従って栄養指導は，正しい

知識による婦人の実践は勿論であるが，男に対する指導

も血圧管理には重要なことと考えられる。

1Vまとめ

高血圧症夫婦間の食生活および栄養摂取の相関関係を

秋田県本荘市で調査した結果，高血圧症夫婦が片配偶者

高血圧症夫婦より栄養のアンパランスと夫婦間の食パク

ーンにかなりの相違があり，夫婦間の栄養摂取量，食品

群別摂取量などの相関は高血圧症夫婦に少なく、自由摂

取の傾向がみられた。

血液性状，血圧値については相関が認められなかっ

た，
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